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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成21年1月22日(2009.1.22)

【公表番号】特表2008-521752(P2008-521752A)
【公表日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【年通号数】公開・登録公報2008-025
【出願番号】特願2007-544566(P2007-544566)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  33/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   9/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  33/38    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   9/04    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月26日(2008.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のケイ酸塩層を含む層状ケイ酸塩；および
　ケイ酸塩層間に少なくとも約２０Åのケイ酸塩層間の平均層間間隔をもたらすのに有効
な量で吸蔵されている少なくとも１種類の挿入剤、
を含む挿入層状ケイ酸塩であって、
　ここで、少なくとも１種類の挿入剤は以下から選択される式を有する、
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【化１】
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［式中：
　Ｒ４は、
　１）少なくとも８個の炭素原子を有するアシル基；
　２）少なくとも８個の炭素原子を有するアルキル基；
　３）少なくとも８個の炭素原子を有するアルケニル基；
　４）少なくとも８個の炭素原子を有するアルカジエニル基；および
　５）少なくとも８個の炭素原子を有する炭素鎖基、
のいずれかを表し、前記炭素鎖基はヒドロキシル、カルボキシル、エポキシ、イソシアネ
ート、アリールおよびアリールメチルから選択される１つ以上のペンダントまたは末端基
を組み込み、前記アリールメチル基は式：
【化２】

を有し、式中、「Ａｒ」はアリール基を表し、並びにＲ６およびＲ７は、独立に、水素、
アシル基、アルキル基またはアルケニル基を表し；
　Ｒ５はＨ、－ＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ３またはＲ４によって表される基のいずれかを表し
；
　Ｒ８は、
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【化３】

から選択される式を有するオキシル化基を表し、式中、「ｎ」は２～１２の範囲をとり、
「ｘ」は４～１４の範囲をとり、および「ｙ」は０～３の範囲をとり；並びに
　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３の少なくとも１つがＨであるという
条件で、各々独立に、Ｈ、－ＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ３、

【化４】

またはＲ４およびＲ８によって表される基のいずれかを表す］、前記挿入層状ケイ酸塩。
【請求項２】
　少なくとも１種類の挿入剤が式Ｉを有する、請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項３】
　少なくとも１種類の挿入剤が式ＩＩを有する、請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項４】
　少なくとも１種類の挿入剤が式ＩＩＩを有する、請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項５】
　少なくとも１種類の挿入剤が式Ｖを有する、請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項６】
　少なくとも１種類の挿入剤が式ＶＩを有する、請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項７】
　Ｒ４がアシル基である、請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項８】
　Ｒ４がアルキル基である、請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
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【請求項９】
　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３の各々が水素である、請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項１０】
　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３のうちの２つのみが水素である、請求項１に記載の挿入層状ケイ
酸塩。
【請求項１１】
　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３のうちの１つのみが水素である、請求項１に記載の挿入層状ケイ
酸塩。
【請求項１２】
　少なくとも１種類の挿入剤がペンタエリスリトールのエステルを含む、請求項７～１１
のいずれかに記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項１３】
　挿入剤がクエン酸のエステルを含む、請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項１４】
　アンモニウム化合物を含む挿入剤を本質的に含有しない、請求項１～１３のいずれかに
記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項１５】
　ケイ酸塩層間に吸蔵される第１および第２挿入剤を、少なくとも約２０Åのケイ酸塩層
間の平均層間間隔をもたらすのに有効な量で含み、
　第１および第２挿入剤は互いに異なり；並びに
　第１および第２挿入剤は、各々独立に、式Ｉ、式ＩＩ、式ＩＩＩ、式Ｖまたは式ＶＩか
ら選択される式によって表される、
請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項１６】
　第２挿入剤の第１挿入剤に対する重量比が少なくとも約１：２０である、請求項１５に
記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項１７】
　ケイ酸塩層間に吸蔵される第１および第２挿入剤を、少なくとも約２０Åのケイ酸塩層
間の平均層間間隔をもたらすのに有効な量で含み、
　第１および第２挿入剤は互いに異なり；並びに
　第１および第２挿入剤は、各々独立に、式Ｉによって表される、
請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩。
【請求項１８】
　約０．１～約１００重量部の請求項１～１７のいずれかに記載の挿入層状ケイ酸塩を１
００重量部のマトリックス媒体と混合して混合物を形成すること；並びに
　前記混合物に、１００重量部のマトリックス媒体あたり少なくとも約０．１重量部の剥
離粒子を含む分散粒子組成物を形成するのに十分なエネルギーを加えること、
を含む、層状ケイ酸塩を剥離させる方法。
【請求項１９】
　マトリックス媒体がポリオレフィン、エチレン／ビニルアルコールコポリマー、イオノ
マー、ビニルプラスチック、ポリアミド、ポリエステルまたはポリスチレンから選択され
る１種類以上のポリマーを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２０】
　マトリックス媒体が１種類以上のエネルギー硬化性ポリマー前駆体を含む、請求項１８
に記載の方法。
【請求項２１】
　約１～約１０重量部の請求項１に記載の挿入層状ケイ酸塩を１００重量部のマトリック
ス媒体と混合することを含む、請求項１～１７のいずれかに記載の方法。
【請求項２２】
　少なくとも約５０重量％のマトリックス媒体；および
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　少なくとも約０．１～多くとも約５０重量％の、マトリックス媒体中に分散している粒
子、
を含む分散粒子組成物であって、
　前記粒子は最短寸法に多くとも約１００ｎｍの平均サイズを有し、
　前記粒子は、
　ケイ酸塩小板、および
　ケイ酸塩小板に吸蔵される挿入剤
を含み、
　前記挿入剤は請求項１に記載の式Ｉ、式ＩＩ、式ＩＩＩ、式Ｖまたは式ＶＩから選択さ
れる式を有する、
　前記分散粒子組成物。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の分散粒子組成物を含む包装；および
　前記包装内に封入されている食品、
を含む包装済み食品。
【請求項２４】
　マトリックス媒体が１種類以上のポリマーを含み、前記１種類以上のポリマーは熱可塑
性である、請求項２２に記載の分散粒子組成物を含む包装用フィルム。
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